
嘔吐

考えられる主な病気

『 発熱がある 』 かぜ 髄膜炎・脳炎

『 腹痛や下痢もある 』 食中毒 嘔吐下痢症 虫垂炎 腸重積（血便・間欠的腹痛）

『 その他 』 自家中毒 咳込み 頭部打撲後 食物アレルギー

嘔吐を繰り返す時は
重い病気のことあり

嘔吐したら

・ 吐いたものがつまらないよう
横向きに寝かせる

・ 嘔吐してすぐに経口させない
・ 落ち着いてから少量ずつ水分を

すぐに保護者に連絡が必要な場合

・ 嘔吐(おう気）を繰り返す
・ 激しい頭痛・腹痛
・ 血便
・ おなかが張っている
・ 顔色が悪い
・ おしっこが少ない 唇がかさかさに乾燥
・ ぐったり 意識障害
・ 頭部打撲後
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下痢

下痢が数回で機嫌よく、食欲がある場合はあわてない

周囲に感染する場合があるため、手洗いや消毒を念入りに

下痢がひどい場合

・ 油もの 牛乳 柑橘類はさける
・ こまめに水分補給（OS1など）
・ トイレ後の手洗いや消毒

すぐに保護者に連絡が必要な場合

・ 下痢が激しく、ぐったり
・ 激しい腹痛や嘔吐を伴う時
・ 血便

＊ 便秘がちな子はトイレを我慢させないこと！
我慢すると便意が治まるため意識的にトイレに誘う

食中毒
嘔吐下痢症
食物アレルギー
抗生物質による下痢など
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アナフィラキシー
アレルギー反応のうち、最も重症 （生命の危険あり）

通常原因物質と接触して30分以内に起こる

じんましんに加えて、ゼイゼイ、呼吸困難などの症状
嘔吐や意識がうすれる

アナフィラキシーを疑う時は、すぐに医療機関へ搬送！

じんましん

他の先生達を集める（手分けして迅速に）

救急車の手配
保護者の連絡

こどもに付き添い、目を離さない
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即時型食物アレルギーの薬
①内服薬
１）抗ヒスタミン薬

（効果まで30分～1時間）蕁麻疹に効果あり

２）気管支拡張薬（効果まで30分以上）
ゼイゼイに効果あり

３）ステロイド薬

（効果まで4～6時間 遅い！）
数時間後に再発する遅発型アレルギーを予防

１）+３） セレスタミン

②自己注射薬

エピペン（効果までの時間速やか）

持続時間は20分
○血圧を上げる
○皮膚の赤みや喉の浮腫を軽減
○気管支をひろげて呼吸困難を軽減

口の周りに少し蕁麻疹が
でる程度であれば経過観察で
よい



アナフィラキシーショックを疑う場合

下記の症状が1つでもあれば（迷ったら打つ！！）

すぐに（5分以内）

エピペンを
モモ に
注射する！！

消化器症状
○繰り返し吐き続ける
○持続する強い腹痛

呼吸器症状
○のどや胸が締め付けられる
○声がかすれる
○犬が吠えるような咳
○持続する強い咳きこみ
○ゼーゼーする呼吸
○息がしにくい

全身の症状
○唇や爪が青白い
○脈がふれにくい
○意識がもうろうとしている
○ぐったりしている
○尿や便をもらす

直ちに救急車を呼びましょう



エピペンについて



エピペンの
打ち方



けいれんが起きたら・・・処置の仕方

① 体を横向きにして誤嚥防止
② 衣服をゆるめて、呼吸しやすく
③ けいれんの時間や様子を観察

・ 口にスプーンやタオルを詰める

・ 揺らしたり押さえつける×

* 観察ポイント

・ どれくらい続いているか？
・ 熱があるか？
・ どの部分がどのように

動いていたか？
・ 顔色・めつきは？
・ 意識・反応があるか？
・ 嘔吐を伴ったか？

NG
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判断に迷うときは
救急要請

【 救急車を呼ぶ時 】

・ はじめてのけいれん

・ 1歳未満のけいれん

・ けいれんが5分以上を続く

・ けいれんが止まったが・・・
 意識がもどらない ぼーとしている
めつきがおかしい 呼吸がおかしい
顔色不良が続く 何回も嘔吐する
再びけいれん

・ 手足に麻痺が残る

・ 頭部打撲後

けいれん
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けいれん

マニュアルを確認し、シミュレーションしましょう



熱中症

体に熱がこもってぐったりした状態になること

原因 汗がかけなくなることで、体温調整ができなくなるために起こる

気温が３２℃以上、湿度６０％以上の環境
水分補給不足
運動

症状 熱けいれん （筋肉のけいれん）

熱疲労 （頭痛・めまい・吐気）

熱射病 （ぐったり・意識障害）

治療 風通しの良い場所で寝かせる 水分補給
体を冷やす（体に水をかける）
扇風機をあてる
ぐったりして意識障害→救急車をすぐに呼ぶ

予防 帽子をかぶる
時々涼しい所で休む
十分な水分補給
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この子たちを見落とさないで
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発達障がい

1.知的障がい
2.限局性学習障がい
3.自閉スペクトラム症
4.注意欠如・多動症

この年齢なら、こんな子もいるよね

本当にそうでしょうか？
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自閉スペクトラム症

医療機関受診を勧めましょう

①社会性の障害、②コミュニケーションの障害、③想像力の障害、④感覚過敏・鈍麻、
⑤こだわりなどあるが、実際は十人十色で困り感は異なる

例えば、
ルールが守れない
落ち着きがない
他の子と関わらず、独りで居ることが多い
他の子とトラブルになることが多い
行事に参加できない
パニックを起こす

本人が何に困っているかを良く観察する

大切なのは成功体験をすること
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虐待
１ 身体的虐待

なぐる、ける、溺れさせる、異物を飲ませる、火傷をさせる、冬や夜間に戸外に閉
め出すなどの生命に危険を及ぼす行為。

２ 性的虐待
子どもへの性交、性的暴行、性的行為の強要など。性器や性交を見せる、わい

せつな写真などの被写体となることを強要する行為など。

３ ネグレクト（養育の怠慢・拒否）
適切な食事を与えない、下着などを長期間不潔なままにする、極端に不潔な環境

の中で生活をさせる、病気になっても病院に連れて行かない、学校に通学させない、
乳幼児を家に残したまま度々外出したり、車の中に放置するなど子どもの健康状
態や安全を損なう行為をすること。また、子どもを遺棄すること。

４ 心理的虐待
言葉による脅かしや脅迫、子どもの心を傷つけることを繰り返し言ったり、子ども

を無視したりする行為。また、子どもに拒否的な態度を示すこと、他の兄弟とは著し
く差別的な扱いをすること。子どもの目の前で配偶者等に暴力をふるうこと。
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1. 子供の泣き叫ぶ声が頻繁に聞こえる
2. 不自然な外傷（あざ、打撲、やけどなど）が見られる
3. 極端に粗末、汚れたままの服を着ている。冬などでは、寒い日

にも薄着でいる
4. 食事に異常な執着を示す
5. 理由もなく、幼稚園、保育園や学校を休みがちである
6. 異常な虫歯
7. 低身長、低体重
8. 眠らない
9. 過度のかんしゃく
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体罰は法律で禁止されています
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参考資料
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日本小児科学会HP
「学校、幼稚園、認定こども園、保育所において予防すべき
感染症の解説」

高齢者施設での衛生管理

学校における新型コロナウイルス感染症に関する
衛生管理マニュアル
「学校の新しい生活様式」
（文部科学省のHP参照）



ご清聴ありがとうございました
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